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のご案内

Good Sleep コンソーシアム事務局
山形大学睡眠マネジメント研究センター内
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Good Sleepコンソーシアムとは

寝不足な現代人に効率のよい睡眠を

提供するために。

快眠を妨げる多種多様な睡眠課題を

アカデミックに解決し、様々な人た

ちのライフステージに応じた解決策

を社会に実装していくための新しい

共創の場。

それが睡眠課題解決のための実証

プラットフォーム

「Good Sleepコンソーシアム」

（ぐっすりコンソ）です。
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睡眠における課題 - 日本人は短睡眠
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厚生労働省HPより



睡眠における課題 - 日本人は短睡眠
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睡眠における課題 - 睡眠の質への満足度
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LIVINGくらしナビ
によるアンケート結果

半数以上が
「不満・やや不満」



急成長のスリープテック市場
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出典：ACCURIZE Market Research
「Sleeping Aids Market Global Scenario, Market Size, Outlook, Trend and Forecast, 2016 – 2025」
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2024年に10兆円市場

https://www.accurizemarketresearch.com/report/sleeping-aids-market


睡眠における社会的課題
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睡眠時間が確保できない時に、どのように
質の高い（短時間）睡眠を実現するか？

「睡眠コントロール／マネージメント」

コロナ禍に伴う生活パターンの変化

不眠にともなう疾患（肥満，鬱etc）

健康経営への貢献



睡眠における課題 – 解決へのアプローチ

私たちの1日の様々な活動にアプローチしながら、解決を考えます
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山形大学が目指す未来の姿
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高齢者・地域の生活イノベーション
有機テクロノジーで快適・健康な生活、日本型スマート社会を実現

「人とモノと情報をつなげる」、「人と環境に優しい有機基盤技術」、
「印刷によるデバイス製造技術」、「デザイン思考やICTとの融合」、
「社会価値イノベーションによる革新的な技術及びシステムの構築」

「生活イノベーション」
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目指す未来の姿の具体化・実証

山形大学 – スマート未来ハウスでの実証

生活が変わります
快眠

快食

健康

安心・安全

スマート未来ハウスで 実証します！



日本初
産業化成功
繊維産業誕生

日本初
人造繊維
開発成功

世界初
照明用有機EL
パネル専業会社

1915年

1918年

1984年 1997年

2008年

世界初
ノートパソコン
製品誕生

山形大学工学部

世界初
有機ＥＬ
製品化

日本第一号
中核工業団地

米沢駅

米沢高等工業学校
（現 山形大学）

第1回化学遺産認定
ビスコース法レーヨン工業の

発祥を示す資料

世界初ノートPC
PC-8401A

NEC（株）
米沢事業所 東北パイオニア

（株）

世界初
有機ELディスプレイ

日本科学未来館「ジオ・コスモス」
直径6mの球体有機ELディスプレイ

ルミオテック（株）

東工業（株）
米沢人造絹糸製造所
（現 帝人（株））
大学発ベンチャー

山形大学 ＩＮＯＥＬ・
スマート未来ハウス

地域・日本を牽引し世界に挑戦する産業クラスター形成

有機材料システムフロンティアセンター

2013年～
大学発ベンチャー

続々誕生

有機エレクトロニクスから

「有機材料システム」の世界屈指の研究開発拠点へ

https://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjIpNit6PfaAhWDWLwKHYDIAkMQjRx6BAgBEAU&url=http://www.computinghistory.org.uk/det/7132/NEC-Starlet-PC8401-A-LS/&psig=AOvVaw158oQHKNIeZ_p82KSXeoyi&ust=1525927302242271
https://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwihmenI8vfaAhUEUrwKHWxxDH4QjRx6BAgBEAU&url=https://www.zaikei.co.jp/photo/76902.html&psig=AOvVaw2zb3p7MzMzFfASURV9LakO&ust=1525930044744036
http://www.lumiotec.com/products/images/images_08.jpg


順位 機関名 高被引用論文数

1物質・材料研究機構 108

2東京大学 57

3東北大学 55

4産業技術総合研究所 47

5大阪大学 30

6京都大学 28

7九州大学 27

8理化学研究所 20

9東京工業大学 18

10山形大学 15
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材料科学／MATERIALS SCIENCE
クラリベイト・アナリティクス

Highly Cited Researchers
材料分野で

国内唯一5年連続

紫綬褒章2013
藤原賞2021

城戸

2名ランクイン
笹部准教授（若手中堅）
城戸卓越研究教授

クラリベイト・アナリティクス
2014年10位,2016年10位,2017年10位

材料科学分野国内Top10入り３回目

活発な基礎研究
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共同研究費
7年間で約４倍増を達成

（2011-2015年伸び率全国１位）

ほぼ有機材料システム分野
2016年11位（2年連続）

企業との大型共同研究の推進



基礎研究〜社会実装までのイノベーション



総合大学としての強み
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農学部

工学部 医学部

理学部

地域教
育文化
学部

AIデザイン教育
研究推進センター



実証実験の場 - スマート未来ハウス
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睡眠に関する研究実績（１）
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睡眠満足度の推定へのデータサイエンスの活用

ニューラルネットワークを用いて，睡眠時に採取した
14のパラメータから、睡眠満足度を推定。

体動・気圧・温度・心拍・呼吸などが睡眠満足度へ寄与

©CAINE2018



睡眠に関する研究実績（２）
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ニューラルネットワークを用いた覚醒時刻予測

心拍・呼吸・体動(ｘ,ｙ,ｚ)の５種類バイタルデータから
覚醒までの時間を予測



睡眠に関する研究実績（３）
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2021年8月5日
日経産業新聞

A.Ishihara et al., Scientific Reports
Doi:10.1038/s41598-021-91828-6



睡眠に関する研究実績（４）
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2021年9月2日
山形テレビ（YTS）
スーパーJチャンネル

2021年9月4日
山形新聞



睡眠に関する研究実績（５）
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生理的応答

✓自律神経活動レベル
✓体動等の活動度

により評価

緑色LED照明に1/fゆらぎを加えると，リラックス状態を示す
α波を増加させる効果がある

寝室照明 ゆらぎ 快眠？



睡眠に関する研究実績（６）
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「睡眠マネジメント研究センター」
創設（2020）
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睡眠に関する研究は多くの研究機関、大学、企業で行われてきた。しかし知見が、それ

ぞれの研究機関に分散蓄積されていて一箇所に集約されていないのが実態である。

また、それらの研究は専門特化した研究が多い。いずれの研究も有用で価値が高いが、

更にそれらを統合することで社会的な意義が創出されると考え、その役割を担うセン

ターを設立する。

創設の趣旨



睡眠マネジメント
研究センター

睡眠に関連する生体セン
サーを入手しベンチマー
クテストを実施比較する

快適な睡眠環境に関連す
る、あらゆる知見・既往
研究を集約しDB化する

他学部・他大学・研究機
関と連携して、情報共有
及び情報発信拠点とする

睡眠環境
実態調査

睡眠に関する
被験者実験

COVIDの影響で、生活者の意識が大きく
変わってきていることから、ニーズも変
化していることが予測される。とりわけ
寒冷地に於ける高齢者を含む世帯が、何
を求めているかを、今一度明らかにする
ことで、ユーザーオリエンテッドなバッ
クキャスト型の研究開発を推進する。

スマート未来ハウスの寝室を用いた被験
者による睡眠実験を実施する。
寝室の有機EL照明を用いて快適な睡眠を
得るためのアルゴリズム及びシステムを
開発するためのエビデンスを構築する。

集 積評 価 発 信

睡眠マネジメント研究センターの体制と役割

快適な睡眠空間と睡眠マネジメントシステムの確立
「快眠度（快眠指標）の構築と提案」

（センター長 山内教授）

「睡眠マネジメント研究センター」
の活動



生体センサーの開発

室内光環境制御プログラムの開発

有機EL間接照明の開発

有機ELゆらぎ天井照明の開発

睡眠環境に関するこれまでの研究成果
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覚醒予測プログラムの開発

快眠マネジメントシステム開発
のための準備がほぼ整った段階
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香り
住居

運動

日本の睡眠研究開発の『幹』をつくる

企業連携
（商品開発）

企業連携
（研究所）

大学連携
（工学・医学・建築学）

学会

研究機関連携

ベンチャー
スタートアップ連携

COI拠点連携行政連携

Neutral  Platform

科学
Science

技術
Technology

Good Sleep 

コンソーシアム

揺ら
ぎ

光 食 入浴
衣類

音 温熱 寝具

Good Sleep 

コンソーシアム

空気気
流

（様々な組織・機関にご参画いただき果実を実らせる）



コンソーシアムの役割

コンソーシアムは、企業様と
山形大学による共創の場を
提供します

…睡眠課題についての情報を共有し、共に調査/研究、
課題抽出を行い、新たな産業と価値を創出する場を
提供します。

これにより、これまで分散的に行われてきた睡眠に
関わる研究やデータを蓄積し、快適な睡眠空間と睡
眠マネジメントシステムの確立を目指します。

また「山形大学AIデザイン教育研究推進センター」
とも連携し、ディープラーニングによる睡眠関連の
ビッグデータ解析などを通して最新のデータサイエ
ンスに基づいた研究を行なっていきます。

©2021 Good Sleep CONSORTIUM
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コンソーシアムが目指すこと
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新産業創出 新価値創出

企業様と共に、
地域・社会に

新たな産業を創出します

睡眠の領域に、
今までになかった

新たな価値を創ります



コンソーシアムのロードマップ

©2021 Good Sleep CONSORTIUM 34

当コンソーシアムは段階的にステップアップを図りながら、
10年後に”睡眠”のグローバルスタンダードを打ち出すことを
目指します。

分科会発足

全体統合

データサイエンス
・AI導入

・・・

“睡眠”のグローバル
スタンダードへ
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18時

６時

12時 24時

就寝

起床

温熱

寝具

空気質

衣類光

音

香り

就寝中

サーカディアンリズム

食

活動

光疲労学習

仕事

活動時
入浴 光

香り

寛ぎ

衣類

就寝前

食

太陽光

起床時

活動

私たちの1日．．．



ワーキンググループ（WG）による
テーマの深掘り

睡眠に関わる9つのテーマで
共創の場を提供します

…本コンソーシアムでは、睡眠に関わるそれ
ぞれのテーマ毎にワーキンググループ（WG）
を設置し、会員同志の交流やアイデア創出の
場を提供します。

©2021 Good Sleep CONSORTIUM
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WG間の相互協力により
融合テーマへの対応

共有された睡眠課題を解決
するのに適した複数のWG
で，共創していきます

©2021 Good Sleep CONSORTIUM
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共通プラットフォームとして「睡眠評価WG」

睡眠評価
WG



WGの9つのテーマ
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各WGにはその分野を専門とする研究者が担当として配置され、年2回程度の頻度で勉強会や課題の
共有・検討を行います。
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メンバーシップ
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以下のように４種類のメンバータイプを用意しています。



会員のStep Upのイメージ
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情報収集（シンポジウムへの参加） 交流

アイデア構築（WGへの参加）

研究課題ディスカッション

研究課題実施

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

秘密保持契約

研究員配置 外部資金調達

✓ 基本的な情報の共有
✓ 標準化や規格の検討
✓ アイデアづくりとそれを
形にするための場

✓ 秘密保持管理
✓ コンタミネーション防止

会員の step up は随時対応
（年度途中での変更可能）



活動の特長
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◆オープン部分

① シンポジウム(総会)およびセミナーによる勉強会にて基本的な情報を共有
② WGごとに課題共有や課題解決策のディスカッション

◆クローズ部分

① 年会費設定による共同研究費用の明確化
（ディスカッションと特化した研究テーマでの線引きあり）

② 進捗管理をコンソーシアムがサポートすることで、企業と大学の足並みが揃い、
スピード感を持った取り組みを提案

③ 研究の調整、外部資金調達情報の提供、成果公表など企業様と大学の関係が
Win-Winになるようサポート

④ 特化した研究テーマにおける秘密保持管理およびコンタミネーション防止の認識を
共有

⑤ 特許の有効活用やオープン/クローズ戦略など知財マネジメント面での認識を共有

オープン/クローズを明確にし、オープン部分では会員皆が広く知識を手に入れ、
クローズ部分では各々に特化した研究課題を推進


